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診療情報を集めて行う臨床研究に関するお知らせとお願い 

 

熊本機能病院薬剤部では、「二次性骨折予防継続管理料新設前後における大腿骨近位部骨

折患者に対する骨折リエゾンサービスの取組みに及ぼす影響」の研究に取り組んでいます。 

 

研究の概要 

2022 年 4 月より足の付け根の骨折（大腿骨近位部骨折）を起こされた患者さんを対象

として、繰り返し骨折しないよう予防のための取組みを行った場合に二次性骨折予防継続

管理料という診療報酬が新たに出来ました。これは、骨折をくり返すこと（二次性骨折）

を予防するために、骨粗鬆症
こつそしょうしょう

の治療を開始すること、手術を行う病院からリハビリを行う

病院、退院後に治療を継続する病院へと連携し、続けて取組むことで請求することができ

ます。大腿骨近位部骨折は、患者さんの日常生活動作の低下や介護が必要となること、寿

命が短くなること、医療や介護費の負担が増すことなど様々な問題を及ぼします。大腿骨

近位部骨折の患者さんに対し、適切な介入を行うことでそれらの問題が改善されることを

背景として、診療報酬が新たに設定されました。適切な介入とは、骨折リエゾンサービス

クリニカルスタンダードという資料に内容が示されていて、それに沿って取組むことを指

しています。具体的には、二次性骨折予防の対象となる患者さんを抽出すること、危険性

の評価、治療の開始、経過のフォロー、患者さんや家族への骨粗鬆症
こつそしょうしょう

の教育や他の病院や

薬局に対する情報提供などの段階があります。この取組みに対しては、診療報酬が作られ

る前から、多職種で行う骨折リエゾンサービス(FLS)という活動が始まっていました。当院

でも、以前より FLS に取組んでいましたが、検査や治療の開始ができていない場合がある

こと、計画的に患者さんへの教育を行う機会が無いなどの問題がありました。そこで、二

次性骨折予防継続管理料が新しく作られたことをきっかけに、標準的な医療を提供するた

めに活用するクリニカルパスを見直し、検査や治療の開始を行う事、患者さんへの教育を

行うこと、退院した後も地域で治療を継続できるよう連携を行うための情報提供の体制を
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整備することなど取組みの見直しを行いました。診療報酬が新しく作られたことによって、

患者さんに提供する医療の質が向上すること、健康に過ごせるよう貢献することが求めら

れ、その有用性を示すことは今後の医療の方向性を決める場合にも重要と考えられます。

そのためには、実際に骨折を予防できたかや骨密度が増加したかを評価することが理想的

ですが、それには長期的に患者さんの経過を調べることが必要となり、評価が難しいとこ

ろです。そこで今回、二次性骨折予防に対する FLS の取組みが行われたかどうかを

骨粗鬆症
こつそしょうしょう

に関する検査、治療薬の状況をもとに評価することにし、二次性骨折予防継続管

理料が新たに出来る前と後で、FLS の取組みがどのように変化したかを比較することにし

ました。 

 

対象となる方 

 2021 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日の期間に、大腿骨近位部（頸部、転子部、転子下）

骨折で入院し、手術（人工骨頭置換術、骨接合術）を受けられた患者  

 

利用を開始する予定日 

2023 年 12 月 27 日 

 

研究期間 

 2023 年 12 月 26 日 ～ 2024 年 12 月 31 日（研究終了日） 

 

利用する診療情報 

 年齢、性別、身長、体重、BMI、腎機能、アルブミン、Ca、25 水酸化ビタミン D、骨代

謝マーカー、腰椎および大腿骨頚部骨密度、胸腰椎レントゲン、入院時および退院時の

骨粗鬆症
こつそしょうしょう

治療薬の有無と薬効分類、手術待機日数、在院日数、退院時の病棟機能、入院前

住環境、退院時転帰先、紹介先、退院時情報提供の有無を調査します。 
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研究機関の名称：熊本機能病院  

研究責任者氏名：薬剤部 部長 杉山留美子 

 

個人情報の取扱いについて 

 診療情報の利用に関しては、個人情報は全て匿名化されてから解析されますので個人情

報が漏れることはありません。また研究結果は、学術雑誌や学会等での発表に使用させて

頂くことはありますが、その際も個人の特定が可能な情報はすべて削除いたします。 

 

上記の研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基づき実施

しております。この研究にあなたの診療情報が利用されることに同意できない場合は対象

と致しませんので、お手数ですが下記のお問い合わせ先にご連絡ください。また、ご不明

な点があるとき、または研究計画等に関する資料をお知りになりたい場合は他の対象者の

個人情報や研究全体に支障となる事以外はお知らせすることができますので、ご連絡くだ

さい。特段のお申し出がない場合は、上記の利用目的のために患者さんの個人情報を利用

させていただくことに対して同意が得られたものとさせていただきます。また、研究にご

協力いただけない場合でも診療上の不利益を被ることはありません。 

 

試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称 

 社会医療法人寿量会 理事長 米満弘一郎 

 

お問い合わせ先 

熊本機能病院 薬剤部 薬剤師 森﨑崇文 

ＴＥＬ：096-345-8111(内線 3252)、ＦＡＸ：096-345-8188 


